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主
要
な
取
組
に
つ
い
て
、
第
５

次
下
田
市
総
合
計
画
の
４
つ
の
柱

に
沿
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

●
新
た
な
下
田
市
環
境
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　

環
境
基
本
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
２
万
円

●
下
田
登
録
ま
ち
遺
産
等
の
維

持
・
修
繕
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

　

景
観
推
進
事
業

　
　
　
　
　

１
０
１
９
万
２
千
円

●
橋
梁
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮

減
の
た
め
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　

橋
梁
維
持
事
業
（
橋
梁
長
寿
命

　

化
修
理
計
画
策
定
業
務
委
託
等
）

　
　
　
　
　

４
５
２
３
万
４
千
円

●
都
市
機
能
の
誘
導
と
公
共
交
通

の
連
携
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
立

地
適
正
化
計
画
の
策
定
、
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
の
改
定
を
進

め
ま
す
。

　

都
市
計
画
総
務
事
務
（
立
地
適

　

正
化
計
画
策
定
業
務
委
託
等
）

　
　
　
　
　

１
４
３
３
万
２
千
円

　

公
共
交
通
推
進
事
業

　
　
　
　
　

２
５
４
７
万
４
千
円

●
昨
年
度
に
整
備
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
、
新
た
な
授
業
展
開

を
図
り
、
教
育
内
容
の
魅
力
化
に

努
め
ま
す
。

　

奨
学
振
興
事
業
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ

　

ン
グ
教
育
業
務
委
託
、
体
験
プ

　

ロ
グ
ラ
ム
事
業
費
補
助
金
等
）

　
　
　
　
　

１
１
６
９
万
７
千
円

●
新
下
田
中
学
校
の
校
舎
の
大
規

模
改
修
及
び
新
体
育
館
の
建
設
を

進
め
ま
す
。

　

中
学
校
再
編
整
備
事
業

　
　
　

10
億
３
８
６
４
万
６
千
円

●
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
事
業

を
検
討
し
、
実
施
し
ま
す
。

　

市
制
50
周
年
記
念
実
行
委
員
会

　

補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

●
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
用
等
に
よ
る
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

社
会
体
育
活
動
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　

７
８
３
万
４
千
円

 

●
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用
に

向
け
た
意
向
調
査
を
進
め
、
森
林

環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

林
業
振
興
事
業

　
　
　
　
　

１
６
２
７
万
２
千
円

●
鳥
獣
害
対
策
の
体
制
強
化
と
効

率
化
を
推
進
し
ま
す

　

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　
　
　
　
　

１
９
３
１
万
３
千
円

●
ロ
ケ
誘
致
を
積
極
的
に
行
う
と

と
も
に
、
し
～
も
ん
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
ジ
オ
サ
イ
ト
等
の
地
域

資
源
を
活
用
し
た
観
光
事
業
の
磨

き
上
げ
を
図
り
ま
す
。

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　

６
３
５
１
万
９
千
円

　

世
界
一
の
海
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　

３
４
１
０
万
３
千
円

　

広
域
観
光
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
０
６
０
万
円

 

●
敷
根
避
難
路
の
整
備
や
災
害
用

備
蓄
品
の
購
入
、
家
具
等
の
固
定
、

住
宅
の
耐
震
化
と
い
っ
た
防
災
対

策
を
促
進
し
ま
す

　

防
災
施
設
等
整
備
事
業

　

（
敷
根
避
難
路
）

　
　
　
　
　
　
　

３
９
１
０
万
円

　

防
災
対
策
総
務
事
務

　
　
　
　
　
　

７
９
４
万
４
千
円

　

耐
震
改
修
支
援
事
業

　
　
　
　
　

１
４
７
９
万
５
千
円

●
中
公
民
館
跡
地
に
第
２
分
団
第

２
部
と
第
４
部
の
統
合
詰
所
建
設

工
事
を
実
施
し
ま
す

　

第
２
分
団
第
４
部
詰
所
建
設
事
業

　
　
　
　
　

８
３
１
７
万
８
千
円

●
田
牛
地
区
の
堤
防
嵩
上
げ
整
備

に
向
け
た
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

漁
港
海
岸
保
全
整
備
事
業
（
田

　

牛
地
区
海
岸
保
全
施
設
整
備
事

　

業
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
）

　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円

●
福
祉
事
務
所
に
「
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
を
設
置
し
、
子

育
て
相
談
支
援
体
制
の
整
備
や
児

童
虐
待
防
止
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
家
庭
相
談
事
業

　

（
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

　

運
営
関
係
等
）

　
　
　
　
　
　

３
８
８
万
８
千
円

●
稲
梓
小
学
校
で
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
開
設
、
低
年
齢
児
の
保

育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
し
て
０
歳

児
受
入
枠
の
拡
大
を
実
施
し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
対
策
事
業

　
　
　
　
　

３
１
０
６
万
８
千
円

●
不
妊
治
療
へ
の
支
援
や
母
子
健

康
管
理
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
相
談
指
導
事
業

　
　
　
　
　

１
７
４
３
万
４
千
円

令
和
３
年
度
の
主
要
な
取
組

美
し
く

生
活
し
や
す
い
ま
ち

1

郷
土
へ
の
誇
り
と

愛
着
を
育
む
ま
ち

2

人
が
集
い
、

活
力
の
あ
る
ま
ち

3

安
全
・

　

安
心
な
ま
ち

4
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今
年
は
下
田
市
制
50
周
年
に
当

た
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年

を
初
年
度
と
す
る
今
後
10
年
の
本

市
の
方
向
性
を
示
す
新
た
な
指
針

で
あ
る
第
５
次
下
田
市
総
合
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
市
民
委
員
や

有
識
者
な
ど
か
ら
な
る
審
議
会
で

の
真
剣
な
議
論
を
経
て
、
そ
の
テ

ー
マ
を
「
時
代
の
流
れ
を
力
に 

つ

な
が
る
下
田 

新
し
い
未
来
」
と
し

ま
し
た
。

市
政
の
方
針

時
代
の
流
れ
を
力
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
な
が
る
下
田
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
し
い
未
来

施
政
方
針

予
算
概
要

予
算
編
成
の
考
え
方

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

社
会
構
造
の
変
革
は
、
ま
さ
に
劇

的
と
い
う
レ
ベ
ル
で
す
。
こ
う
し

た
「
時
代
の
流
れ
」
を
し
っ
か
り

つ
か
ん
で
力
に
変
え
、
そ
し
て
、

多
様
な
主
体
と
「
つ
な
が
る
」
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
次
元

の
異
な
る
「
新
し
い
未
来
」
を
希

求
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
、
リ
モ
ー
ト
や
テ
レ
ワ
ー
ク

に
よ
り
、
働
き
方
、
住
ま
い
方
な

ど
様
々
な
生
活
様
式
が
大
き
く
転

換
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
三
密

を
避
け
る
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
人
口
密
度
の
高

い
都
市
部
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
ん
だ
と
し
て
も
、
今
後
の
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

社
会
で
は
、「
密
」
で
あ
る
都
市
そ

の
も
の
が
リ
ス
ク
を
抱
え
て
お
り
、

そ
の
価
値
の
低
下
は
免
れ
な
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
こ

れ
ま
で
「
疎
」
で
あ
っ
た
本
市
は
、

自
然
が
豊
か
で
密
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
お
互
い
に
顔
の

見
え
る
生
活
の
場
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
価
値
が

見
直
さ
れ
、
多
く
の
人
々
の
憧
れ

を
集
め
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ま
す
。

  

「
禍
転
じ
て
福
と
な
す
」
と
言
い

ま
す
。「
コ
ロ
ナ
禍
」
か
ら
「
コ
ロ

ナ
福
」
に
変
え
る
。
そ
れ
が
、
こ

の
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
求
め

ら
れ
る
責
務
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
様
々
な
主
体
と
つ
な
が

り
、
新
し
い
価
値
を
創
造
し
て
い

く
。
そ
れ
が
今
年
度
の
方
針
で
す
。

人
と
人
が
つ
な
が
る
、
行
政
と
企

業
が
つ
な
が
る
、
下
田
と
都
市
部

が
つ
な
が
る
、
農
林
水
産
業
と
観

光
と
い
っ
た
異
な
る
も
の
が
つ
な

が
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
を
創
造

す
る
。
昔
か
ら
東
西
交
流
の
拠
点

だ
っ
た
本
市
な
ら
で
は
の
古
く
て

新
し
い
手
法
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
新
た
な
社
会
へ
の
転
換
点

で
あ
る
今
こ
そ
、
本
市
の
特
性
を

活
か
し
「
新
し
い
未
来
」
の
実
現

に
向
け
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
や
経
済

対
策
関
連
経
費
の
増
加
、
経
済
活

動
の
停
滞
に
よ
る
市
税
収
入
の
減

少
は
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

費
の
増
大
や
公
債
費
等
の
義
務
的

経
費
の
増
加
等
に
よ
り
、
た
だ
で

さ
え
厳
し
い
本
市
の
財
政
状
況
を

さ
ら
に
圧
迫
し
て
お
り
、
歳
出
削

減
は
不
可
避
な
状
況
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効

果
の
精
査
、
優
先
順
位
の
明
確
化

等
、
様
々
な
見
直
し
を
行
い
、
事

業
を
再
構
築
し
て
効
率
的
か
つ
合

理
的
な
予
算
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
第
５
次
下
田

市
総
合
計
画
の
初
年
度
に
当
た
り

ま
す
。
こ
の
総
合
計
画
の
「
時
代

の
流
れ
を
力
に　

つ
な
が
る
下
田

　

新
し
い
未
来
」
の
「
つ
な
が
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
市
民
と
の

協
働
や
官
民
協
働
の
取
組
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
地
域
の
枠
を
超

え
た
多
様
な
つ
な
が
り
を
活
か
し

た
事
業
も
展
開
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の
災

害
の
下
、
市
政
運
営
の
難
し
さ
は

覚
悟
の
上
と
は
い
え
、
想
像
以
上

の
厳
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

50
年
前
、
わ
ず
か
９
％
だ
っ
た

高
齢
化
率
も
、
今
や
42
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
市
制
50
周

年
の
今
年
の
現
状
で
す
。
子
ど
も

の
数
が
減
り
、
令
和
４
年
度
に
は

中
学
校
が
本
市
で
一
つ
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
下
田
市

に
は
、
美
し
い
自
然
、
国
際
色
豊

か
な
歴
史
と
文
化
な
ど
、
お
金
で

買
う
こ
と
の
で
き
な
い
計
り
知
れ

な
い
資
産
に
満
ち
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
先
人
た
ち
か
ら
受

け
継
い
だ
財
産
を
活
か
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
、
多
く
の
方
々
と
つ
な
が

る
こ
と
で
そ
の
力
を
最
大
化
し
、

本
市
が
日
本
中
、
い
え
世
界
中
か

ら
羨
ま
し
が
ら
れ
、
皆
が
憧
れ
る

よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
。
そ
の
た

め
、
今
後
も
市
長
と
し
て
、
持
て

る
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
市
役

所
職
員
と
し
っ
か
り
と
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
取
り
、
効
率
的
に
市
政
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
並
び

に
議
員
各
位
の
御
理
解
、
御
協
力

と
御
指
導
御
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
ざ
わ
い

令
和
３
年
度
に
向
け
て

令
和
３
年
度


